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4歳児 5歳児 6歳児 計
否定的 7 0 0 7
肯定的 3 10 10 23










答えない 1 0　　　　　0 1
答える 2 10　　　　　10 22








4歳児 5歳児 6歳児 計
答えない 0 0 0 0
答える 2 10 10 22











































女児　　　男児 女児 男児 女児 男児
不快な行動（いじわる、ぶつ） 1 3























































































































































































































計 1 1 5 5 5 5
　　【面接事例⑮】5歳男児
　　　Q2：いじわるとかn
　　　Q3：けんかやめる、
　　　Q4：仲良しになる．
　「けんか」への対処として、複数の子どもがあげたもののひとつは、「謝る」であった，4歳女
児1名、5歳男児1名、6歳男児1名が答えた。前節の4歳女児の【面接事例②】はその典型例であ
る。「あやまればいいの」（そのあと）「また、仲良しになる」としていて、仲直りへの定型的なプ
ロセスを語っている．このほかに、5歳男児1名が「ごめんね」（そのあと）「仲直りができる」と
している。それらをまとめて〈謝る〉として、その年齢別性別の人数を表5に示した。
　〈謝る〉に関わる事例としては、【面接事例⇔】6歳男児がある。そこでは、謝るのは、「最初に
やった人」で、し一かも「すぐに」謝らなければならないとしている。そこからは、単に仲直りへの
定型的なプロセスのみではなく、「だれが」あやまるべきかや「いつ」あやまるべきかについて明
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確な考えを持っていることが読み取れる。それは、〈謝る十最初の人十すぐに〉として、表5に示
した。仲直りへのプロセスについての認識は、定型的なものを理解するようになったらそこで完了
ということではなく、詳細についてはその後も認識が精緻化されていくことがうかがわれる。
　　【面接事例⑯】6歳男児
　　　Q2：人の、たまにあるんだけど、人が、たまに、やなことする。それで怒って、やっちゃう。
　　　Q3：最初にやった人が、ごめんねとか言う、すぐに。あとからだと、怒っちゃうから。
　　　Q4：そのあとは、一緒に遊べるって感じ。
　〈謝る〉に似た対処として、「いいよ」がある。前節の5歳女児【面接事例⑦】が、このように
答えた。それは、〈いいよ〉として、表5に示した。Q4への答を参考としてみてみると、「（そのオ
モチャを使って）いいよ」と譲歩しつつ、「それ使った後に、また後で貸してね」と要求を出して
いる。それは、相手の権利を侵すことなくことなく、自分の要求を主張していく対処法となってい
ると考えられる。この女児は、「けんか」の原因としては、「取り合いっこ」をあげており、「けん
か」がふたつの立場の対立であることを認識していて、その認識の上に、このような対処法が展開
するのかもしれない。「けんか」の原因の認識と対処の認識とは関連している場合のあることが、
この例からうかがえる。
　「謝る」という対処と反対のものとしては「やり返す」ということがあろう。それは、5歳男児
にのみ2名見られた。【面接事例⑰】は、そのうちの1名の応答である。その子が語ってくれたこと
を繋ぎ合わせると、次のようになる；「いじわるしたから」、「やり返す」、と相手は「逃げちゃう」。
それは、〈やり返す〉として、表5に示した。この男児2名はどちらも、「けんか」の原因としては、
「いじわる」といった、相手が一方的に不快な行動をすることをあげている。それに対する行動と
して、「やり返す」ということは、一種の正当防衛であるのかもしれない。「けんか」の原因の認識
が対処と連関している事例と考えられる。
　　【面接事例⑰】5歳男児
　　　Q2：いじわるしたから。
　　　Q3：やり返す。
　　　Q4：…逃げちゃう．：
　次に、第三者の関与による対処としては、「先生を呼ぶ」ということがあろう。それは、6歳児
の女児に3名、6歳児の男児に1名、5歳児の女児に1名見られた、女児に多く見られる傾向がある．
典型例は、【面接事例⑱】であり、先生による調停を期待していることが読み取れる。それらはま
とめて〈先生を呼ぶ〉として、表5に示した。
　　【面接事例⑱】6歳女児
　　　Q2：あの、なんか、最初に、持ってたおもちゃをとられちゃったりすると、「ぼくが最初に
　　　　　使ってたの」って、けんかになっちゃう。
　　　Q3：先生に言う
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　　　Q4二それで、「どっちが最初に使ってたの」って言って。
　〈先生を呼ぶ〉に関わる事例として、前節の【面接事例⑤】6歳男児の例がある。そこでは、
「自分で言って、きいてくれなかったら、」という条件つきで、「先生に言う」とした。そこからは、
自分で解決しようとするが、それではうまくいかない場合に、先生からの助力を依頼するという考
えが読み取れる。それは、〈自分でだめなら、先生を呼ぶ〉として、表5に示した。
　第三者として自分自身が関与する対処としては、「けんかやめなって（言う）」（前節の5歳女児
【面接事例⑪］）とか「勝手にとったらだめだよって言う」（前節の5歳女児【面接事例⑩】）といっ
た答がある。このほかに、5歳女児（前節の【面接事例⑨】）には、「他の人が教えてあげる」とい
う発言があった。当事者以外の子どもが、意図的に介入することによって「けんか」を収めようと
する考えが読み取れる。それらはまとめて〈けんかやめなって〉として、表5に示した。
　さらに、6歳女児（前節の【面接事例⑬］）では、「けんかしてるときは一・悲しい気持ちだか
ら、…けんかよしなさいっていう気持ちを心に入れた方がいいです。」と語り、当事者の内面を考
慮しつつ対処することを考えていると思われる。それは、〈けんかやめなって＋気持ち〉として、表
5に示した。
　第三者としてもっとも積極的に自分が関与する対処としては、「ぼくがとめる」ということがあ
り、それは、6歳男児のみに1名見られた（【面接事例⑲】）。それは、〈ぼくがとめる〉として、表
5に示した。そこからは、その子が、「けんか」はとめるべきものであり、自分は「けんかをとめ
る」ことがやれるのだ、と考えていることが読み取れる。そのような対処が6歳男児で見られたこ
とは、年長児においてはいざこざを自分たちで解決しようとしてほしいとの期待がおとなからかけ
られていることと、対応があるのではなかろうか。
　　【面接事例⑲】
　　　Q2：取り合いでけんかになる。
　　　Q3：ん一とね、ぼくがね、真ん中に突っ込んできてね、止める。
　　　Q4：その後はね、そしたらね、ぼくが離れたら、また、けんかを続ける。
　最後に、対立を解消する決定方法を提案するという対処法をあげた事例があった。じゃんけんで
の解決は、6歳女児1名と5歳男児（前節の【面接事例⑧】）に1名見られた。じゃんけんは、「互
いに承認しうる、慣用的決定方法」（斉藤ら、1986）であり、対処の仕方として高度なものであると
考えられる。それが、5歳児ですでに意識的に語られることが確認された。それは、〈ジャンケン〉
として、表5に示した。
　さらに、6歳男児（前節の【面接事例⑪】）は、じゃんけんで優先順を決めたらば、その後は
「我慢すればいい」とした。じゃんけんでは、運により、勝負がつく。偶然に左右されるという弱
点がある。決まった上は、したがわなければならない、そのためには「我慢」が必要であることを、
この子どもは指摘していると考えられる。じゃんけんの解決における留意点を述べている点で、よ
り深い理解であるかもしれない。それは、〈ジャンケン＋我慢〉として、表5に示した。
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4－2・3　考察
　　「謝る」、「先生を呼ぶ」、「けんかやめなって（言う）」、「じゃんけんにしよう」といった「けん
か」への対処として基本的な方法については、5歳児ですでに過半数が語れる．そして6歳児では、
それらの対処方法について、「すぐに謝る」とか「自分で言ってだめなら先生を呼ぶ」、あるいは
「じゃんけん・・どっちかが我慢すればいい」といったように、精緻化されていく。さらに、6歳児
では「ぼくがとめる」といったより積極的な介入や、「けんかしてるときは悲しい気持ちだから」
といったように当事者の内面に言及した対処方法が考えられるようになることがうかがわれた。そ
こから、「けんか」の対処についての認識には多様性があり、それらの対処についての認識は、年
齢があがるにつれて、それぞれ精緻化されたり、より自律的になったり、当事者の内面の理解が深
化したりすることが推測されるz
　また、5歳男児のみにおいて、「やり返す」という対処が見られた。そこでの「けんか」の原因
は「いじわる」や「ぶった」ということで、相手に一方的な非があるということであった。その原
因の認識との関連があって、正当防衛といった考えが、それらの5歳男児にはあるかもしれない。
と同時に、そのことと不可分のこととして、「やり返す」との対処法は、当事者の視点から語られ
るものであることに注意したい。それらの5歳男児の特徴としては、「けんか」の当事者の視点か
ら語り、相手に一方的に非がありとし、それへの対処として「やり返す」を考えるということとな
る。逆に、「先生を呼ぶ」、「けんかやめなって（言う）」、「じゃんけん」、「ぼくがとめる」といった
対処は、その子ども自身は「けんか」の当事者ではなく第三者であるとしての視点から語られてい
て、第三者による調停や介入を示唆している。行動観察研究からは、年齢があがるにつれ第三者に
よる調停が効力を有するようになっていくことが推測されているが、インタヴューの結果からは、
年齢があがるにつれ、第三者の視点から「けんか」について語ることが多くなり、第三者による調
停について語ることが見られるようになった，第三者による調停の有効性を認識するようになって
いくことがうかがわれる一
5．総合的考察
　インタビューでの子どもの応答について、量的および質的な分析をしたところ、次のことが見出
された、まず、そもそも幼児は、コンフリクトが生じていることを認識しているのかについて、検
討した一その結果、4歳児においては、10名中7名の子どもが、所属クラスにおいて「けんか」が
生じているとは言わなかった、平行しておこなっている観察からは、所属クラスにおいてコンフリ
クトは生じていたことが確認できている。したがって、4歳児においては、コンフリクトが実際に
生じているにもかかわらず、それを認識していない可能性がある。4歳児においては、集団生活場
面では、他者と自分とのやりとりを行うのに多大なリソースが使われ、他者同士のやりとりには注
意が充分には振り向けられにくいのかもしれない、木下ら（1986）においても、3歳クラス児が、他
者の友人関係にはまだ関心が低いことが指摘されている。あるいはまた、自分がコンフリクトの当
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事者である場合には、そのこと自体の処理にリソースが使われ、それを対象化することは困難なの
かもしれない。
　一方、1歳年長の5歳児では、全員が「けんか」が生じていると答えたことからは、4歳から5
歳の1年間に、「けんか」を認識するように変化成長していくことが推測される、、今後、その変化が
どのようにもたらされるのかについて、検討する必要がある，その際には、子ども達が、コンフリ
クトに対して、どのようなラベルをどのようにつけていくのか、特に「けんか」というラベルは、
いつごろからどのように使われていくのかということが、検討の視点として有望であると思われる．
　　「けんか」の原因としては、木下ら（1986）と斉藤ら（1986）によると、「不快な働きかけ」と
「物や場所の専有」が、二大主要原因であった。本研究で、多くの子ども達が言及した原因は、そ
の二者であることが見出された。「けんか」について一般的なきき方をされるインタヴューにおい
ては、子どもは自分が見聞きした「けんか」のさまざまなエピソードのうち、あまり頻度の少ない
ものよりも、頻度の多い典型的なものについて語る傾向があると考えられる。「不快な行動」と
「物などの専有」は、「けんか」の原因として頻繁に生じる、典型的なものとして、多く語られたの
かもしれない。
　木下ら（1986）と斉藤ら（1986）によると、二大主要原因のほかには「規則違反」や「（遊びの）
イメージのずれ」といった原因があげられていた。本研究では、それらの「規則違反」や「（遊び
の）イメージのずれ」は、「物などの専有」に加えて語られることが多かった。すなわち、「物の専
有」に加えてその背後にある暗黙の「規範」の違反について語ったり、「不快な行動」に加えて
「解釈の対立」について語ったりするといった形で、年長の子どもが言及することが見られたL「規
範」の違反や「解釈の対立」は、典型的な「けんか」の原因を詳しく説明するものとして、認識さ
れている可能性がある。
　また、「けんか」の原因としては、不快な行動そのものだけではなく、ふたつの立場の対立があ
ると捉えることが可能な4歳児がいたことは、新しい発見であった、さらに、その背後にある暗黙
の規範の違反を示唆したり、当事者の内面にまで踏み込んで説明したりすることは、6歳において
はよく見られた．そこから、「けんか」の原因についての認識の発達としては、早期には、不快な
行動や物の専有そのものを原因として捉える場合が多くある一方で、ふたつの立場の対立があるこ
とを早期から理解し始める場合があること、その後、暗黙の規範の違反について捉える場合や、当
事者の内面についてより踏み込んだ捉え方をする場合のあることがうかがわれる。
　「けんか」に対してどのように対処したらいいかについての考えにも個人差が見られた。謝ると
いう子ども、やり返すという子ども、先生を呼ぶという子ども、ジャンケンを提案する子どもとい
った多様性が見出された。そして、それぞれのやり方に関して、年齢があがると、謝るのは「最初
にやったひとが」「すぐに」と言ったり、自分で言ってだめなら先生を呼ぶと言ったり、ぼくが
（けんかを）とめると言ったり、我慢すればいいと言ったりすることが見出された、より精緻化さ
れた対応や、より自律的な対応を考える場合が増えてきていた。また、年長の子どもでは、「やり
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返す」よりも第三者へ調停を依頼し、しかもその後の展開を予想できることが多く見られた。
　以上から、「けんか」の原因や対処についての考えには多様性が幼児においてすでにあり、しか
も幼児期の中で、その考えはより精緻化し、より自律的なものへと変化していくことがあるのでは
ないかと推測される。多様性が初期からあって、それの成長の仕方にも多様な道筋がありそうなこ
とが示唆される。
　今後、縦断的に幼児期3年間の変化を追い、初期の多様性がその後、どのような道筋で成長して
いくのかについて検討する資料を得ることと同時に、行動観察を並行して行い、行動面での変化と
認識面での変化をそれぞれ捉え、両者の関連を検討していくことが課題である。それを通して、コ
ンフリクト場面における行動と認識の多様性と、その関連のあり方の多様性を捉え、コンフリクト
場面における社会的コンピテンスの発達の多様な道筋を明らかにすることが可能となるだろう。
　また、本研究の対象児は各年齢群10名ずつと少数であることから、ここで得られた結果が幼児一
般にどれくらいあてはまるのか、検討することは、今後の課題としなければならない。さらに、本
研究では所属クラスで生じる「けんか」についての認識を尋ねているので、子どもの答には、その
クラスにおける実際の「けんか」のあり方が影響を与えていると考えられる。そのようなクラス集
団による違いについての検討も、今後の課題である。
　最後に、感情の社会的な機能の理解についての発達への示唆をまとめておきたい。コミュニケー
ションをするとき、人はなんらかの目標をもってかかわっているが、それが常に成功するとは限ら
ず、ぶつかり合うことがある。そのようなぶつかり合いは、ネガティブな感情状態を伴うが、その
中で他者理解や自己統制、社会的ルールの獲得、目標達成のための方略の発達などが果たされてい
る（荻野、1997）。ネガティブな感情状態が伴う場でこそ、社会性の発達が展開すると考えられる。
そのような場で、ネガティブな感情も含めた仲間とのやりとりを通して、問題のある相互交渉に自
分で対処するようになるといった発達の姿がうかがわれた。感情の発達とは、ネガティブな感情を
抑えて感じないようにすることではなく、ネガティブな感情も含めて自分や他者の感情に気付き、
本当にしたいことややりたいことの実現に向けて気持ちを調えていくことなのではないかと考えさ
せられる。
付記　この研究の実施にあたり、平成15・16年度　東洋大学研究所間プロジェクト「豊かな感情
　　　生活を生きるために：感情の社会的な意味を問う」の援助を受けた。記して感謝する。
註1；面接事例において、（）内は、インタビューアーの相槌や促しを表す，
　　側面などについての補足を表している，
内は、発言のパラ言語的
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【Abstract】
Preschool　Children’s　Views　About　Conflicts　With　Peers：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　APreliminary　Analysis
KUBO YUkari
　　　　The　purpose　of　this　stUdy　is　to　explore　the　development　of　preschool　children’s　views
about　con血icts　with　their　peers，　Ten　four　year－olds，　ten　five　year－olds，　and　ten　siX　year－olds
were　interviewed　about　whether　there　were　conflicts　with　peers　in　their　classes，　the　causes
of　those　con伍cts，　and　how　they　coped　with　them．　Nearly　all　four　year－olds　responded　that
there　was　no　conflict　in　their　classes．　This　may，　however，　have　been　due　to　the　inability　of
four　year－olds　to　recognize　such　conflicts．　All　five　and　six　year－olds，　on　the　other　hand，
reported　that　there　were　conflicts　with　peers　in　their　classes，　and　were　able　to　discuss　their
causes　and　solutions．　Typical　causes　of　conflict　reported　by　five　year－olds　were“offensive
behavior”and“disagreement　over　possession　of　objects．”In　addition　to　these　causes，　siX
year－olds　tended　to　mention　the　feelings　of　the　person　concemed，　and　the　transgression　of
implicit　rules．　As　for　coping　with　conflicts，　five　year－olds　reported　such　methods　as
‘‘
≠垂盾撃盾№奄嘯奄獅〟C‘’‘‘striking　back，”‘‘calling　the　teacher　for　help，”or‘‘playing‘rock－paper－
scissors．’”In　addition　to　these　methods，　six　year－olds　mentioned　more　elaborate　and
autonomous　ones．　This　suggests　considerable　diversity　in　preschoolers’views　about
conflicts　with　peers，　and　a　variety　of　developmental　changes　in　how　children　deal　with　them
as　they　get　older．
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